























































































































































































































































































































































Tom Kitwood.,DEMENTIA RECONSIDERED,Buckigham Philadelphia,OPEN UNIVERSITY PRESS,1997 ＝ト
ム・キットウッド「認知症のパーソンセンタードケア」筒井書房、2005
鷲田清一「〈弱さ〉のちから」講談社、2001
94 荒　木　重　嗣
新潟青陵大学短期大学部研究報告　第41号（2011）
【註】
１「痴呆性高齢者は、記憶障害が進行していく一方で、感情やプライドは残存しているため、外界に対して強
い不安を抱くと同時に、周りの対応によっては、焦燥感、喪失感、怒り等を覚えることもある。徘徊、せん
妄、攻撃的言動など痴呆の行動障害の多くは、こうした不安、失望、怒り等から惹き起こされるものであ
り、また、自分の人格が周囲から認められなくなっていくという最もつらい思いをしているのは、本人自身
である。」
　高齢者介護研究会 2003「2015年の高齢者ケアー高齢者の尊厳を支えるケアの確立について」（報告書）高齢
者介護研究会
２　看護学者の阿保順子は認知症ケアの研究フィールドとして参加観察にはいった重度認知症の専門病棟での
調査をもとに、認知症の人々が「自分」を超越していくプロセスにおける生活の営みを数々の論文や著作で
紹介し続けている。最新の著作では認知症の人を取り巻く社会、つまり私たちの生き方やこれからの死に方
への懐疑や困惑が、認知症の人たちを見るまなざしに反映し、自分に対する固執、自己意識の自己防衛が認
知症を治すべき病いとみる医療化のまなざしとなり、認知症の人の生活世界と人間関係をわけの分からない
ものと談じていると述べている。（阿保ら［2010:47-48］）
３　『〈老い衰えゆくこと〉の社会学』の終章で　天田は認知症の人とのケアの可能性について論じ、私たちが
他者（認知症の人）に対して「分からない」と言うことは、それによってむしろ「いつか分かるかもしれな
い」という希望を表していると述べ、それが〈ケアの可能性〉の基底条件になると言う。つまり分かるとい
うことの到達不可能の上に、それでもいつか分かるかもしれないと、分かることを希求し続けるということ
のなかで、介護者も認知症の人も自らの世界理解を根底から支えている意味の秩序が攪乱する機会に、新た
な意味の秩序が人と人のあいだにおいてつくられていくのである。（天田［2007:543］）
